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ＡＳＲの材料構成について

樹脂は の中 番多くの割合を占める物質（全体の ／ ）・樹脂はＡＳＲの中で一番多くの割合を占める物質（全体の１／３）。

・樹脂は､車の商品価値を高める上で、軽量であること・性能とコストのバランス

をとりやすいことなど、大変重要な機能を有する。をとりやすいことなど、大変重要な機能を有する。

＜ＡＳＲ材料構成（重量％）＞
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出典：トヨタ自動車 「クルマとリサイクル」より抜粋



自動車に使われる樹脂部品

■ 樹脂化による商品価値の向上

ドアハンドルワイパー

カウルトップ

■ 樹脂化による商品価値の向上

フロントグリル

バンパー

灯 体 ドアミラー樹脂部品
の多様化

インパネ

ステアリング
エアバッグ

メーター

の多様化

グローブ-Box
シート

ドアライニング

●エクステリアへの適用：

空力デザイン（バンパー /ヘッドランプレンズ/ミラー等），軽衝突対応（バンパー/フロントグリル等）・・・

●インテリアへの適用：

乗員保護（ステアリング/インパネ/ピラーガニッシュ等），居住性能向上（シート/吸遮音材等） ・・・

●その他：

衝撃吸収対応（インマニ/Eng.ダクト，ケース類/ﾊﾞﾝﾊﾟｰﾋﾞｰﾑ等），空気抵抗削減（床下ｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞｰ/インマニ等） ・・・

自動車には，多くの箇所で軽量化と共に複数の機能を絡ませた樹脂部品を採用
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エンジンル ム系
シャシー／駆動系 電装系

（参考）自動車に使われている主要樹脂部品 例

フューエルタンク
フューエルチューブ
アクセルペダル
シャフトブーツ など

エンジンカバー
ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ
ラジエータタンク

スイッチパネル
コネクター類
センサーボディー

プ ウジ グ

エンジンルーム系 電装系

シャフトブ ツ などラジ タタ ク
リザーバータンク
エアークリーナーケース
ダクト類 など

ランプハウジング
各種灯体レンズ など

インテリア系
インパネ本体
コンソール
シート表皮／クッションエクステリア系

インテリア系

ピラーガーニッシュ
ドアライニング
リアトレイ
サンバイザー

フェンダー
マスターパワーバルブボディ

バンパーフェイシア
プロテクターモール
サイドシルガーニッシュ
ドアミラーハウジング

ク テリア系

車体系

ステアリングコラム
ハンドブレーキ
制振材、吸遮音材
エアバッグ類 など

パワーウインドウレギュレーター
トルクロッドブラケット
バンパービーム衝撃吸収体
床下アンダーカバー

ドアミラ ハウジング
ドアアウターハンドル
フロントグリル
エンブレム
ホイールキャップ

など
ホイ ルキャップ
インナーフェンダー
カウルトップ
ワイパーブレード など 4



部品樹脂化の狙い

： 鉄 ⇒ 樹脂化 ⇒ Body一体化１．バンパーフェイシア／フロントグリル

① 車体デザインへの拡大【効果】 ③ 空力デザインによる空気抵抗の削減① 車体デザイン の拡大

② 車体軽量化

【効果】 ③ 気抵抗 削減

④ 慣性モーメント低減による運動性能向上

鉄プレス 鉄プレス＋樹脂カシメ 樹脂ﾌﾙﾊﾞﾝﾊﾟｰ Body一体ﾊﾞﾝﾊﾟｰ鉄プレス 鉄プレス 樹脂カシメ 樹脂ﾌﾙﾊ ﾝﾊ Body 体ﾊ ﾝﾊ

２ 燃料タンク ： 鉄 ⇒ 樹脂化２．燃料タンク

【効果】

： 鉄 ⇒ 樹脂化

① 車体軽量化

② スペース効率向上（居住空間の拡大）

鉄製 樹脂製

エントリーカークラス
約▲３０％ 5



部品樹脂化の狙い

３．インテークマニホールド ： 鉄板 ⇒（アルミ化）⇒ 樹脂化

① 車体軽量化【効果】 ③ 吸気抵抗低減による燃焼効率の向上

② クラッシュストローク拡大 ④ 慣性モーメント低減による運動性能向上

金属製 樹脂製

４気筒エンジンで約▲３０％

： リサイクル材料の積極的適用４．床下アンダーカバー

【効果】 ① 走行抵抗の低減による 燃費の向上 ③ エンジン音の車外放出抑制【効果】

→

μa・A×速度の2乗

→

μa・A×速度の2乗
空気抵抗の低減は 走行抵抗低減に寄与

① 走行抵抗の低減による、燃費の向上 ③ エンジン音の車外放出抑制

② ENG、足回り等の機能部品保護

走
行

抵
抗

→

空気抵抗走
行

抵
抗

→

空気抵抗

空気抵抗の低減は、走行抵抗低減に寄与
（特に高速走行時）

速度V →

車体重量

転がり抵抗

速度V →

車体重量

転がり抵抗
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部品樹脂化の狙い

： 有機系素材（繊維、発泡材、アスファルト、リサイクル材料の活用など）５．室内遮音・吸音材

【効果】 ① 室内外の静粛性を向上

・ 室内吸音 ・・・ ルーフライニング／フロアインシュレーター 等

・ エンジン音の室内侵入を制御 ・・・メルシート／インシュレーター等

・ 走行音の室内侵入を制御 ・・・メルシート／インシュレーター 等

ルーフライニング

＜GF／PPプレス、綿製衣料・麻袋由来＞

ボンネットフード
インシュレーター

＜フェルト／フェノール＞

ダッシュアウター
インシュレーター

＜フェルト／フェノール＞

ダッシュインシュレーター

＜ウレタン成型、ＡＳＲ由来のｳﾚﾀﾝ・繊維＞

リアホイールハウスインシュレーター

＜ウレタン成型＞

フロアインシュレーター

＜ウレタン成型、ＡＳＲ由来のｳﾚﾀﾝ・繊維＞

メルシートサンドイッチパネル

遮音・吸音材配置／使用材料 例

リアトレイ
インシュレーター

＜PET＞

ハイダンピングメルシート
＜アスファルト、フェルト、新聞紙他＞

メルシートサンドイッチパネル
＜アスファルト、フェルト、新聞紙 他＞
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樹脂部品等の軽量化について

樹脂部品や室内遮音・吸音材の軽量化の取組みも合わせて実施。

１．バンパー

・ポリプロピレンの高結晶化・高流動化などの技術による薄肉化で材料使用量削減。

事例① 平均肉厚 ３．５ｍｍ ⇒ ２．５ｍｍ と ２８％減。 〔三菱〕

事例② 初期樹脂バンパー材に比べ約25%の軽量化（単位面積当り重量） 〔本田〕

２ 室内遮音・吸音材２．室内遮音 吸音材

・構造変更（ウレタン２層構造を単層化など）、材料性能アップ（繊維形状極細化による

吸音性向上など）により材料使用量削減。

＜軽量化の例＞

ﾀﾞｯｼｭｲﾝｼｭﾚｰﾀ：約▲50% ，ﾌﾛｱｲﾝｼｭﾚｰﾀｰ：約▲50%，メルシート：約▲10% など
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リサイクル法施行前後でのＡＳＲ量の変化

リサイクル法施行前後でのASR重量の相関の変化
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○新型車は 燃費向上のための軽量化（燃料ﾀﾝｸ ｲﾝﾃ ｸﾏﾆﾎ ﾙﾄﾞの樹脂化等）や 衝突安全性確保に向けた安全

50

500 1000 1500 2000 2500
届出重量[kg]

○新型車は、燃費向上のための軽量化（燃料ﾀﾝｸ・ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄ の樹脂化等）や、衝突安全性確保に向けた安全

装備の充実（ｴｱﾊﾞｯｸﾞ搭載個数増）などのために樹脂等を多用する中で、ＡＳＲ重量はほぼ変わらないレベルを確保。
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リサイクル法施行前後でのＡＳＲ量の変化

燃 ﾀ ﾞを除 合 重 相 変化

400.0

450.0
燃料ﾀﾝｸ・ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞを除いた場合のＡＳＲ重量の相関の変化

●燃料タンク・インマニ除外
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○事実、軽量化目的で樹脂化した大物部品である燃料タンク・インテークマニホールドを除いたＡＳＲ基準重量

500.0 1,000.0 1,500.0 2,000.0 2,500.0
届出車体重量[kg]

○事実、軽量化目的で樹脂化した大物部品である燃料タンク インテ クマ ホ ルドを除いたＡＳＲ基準重量
は、自リ法施行前よりも僅かながら少なくなっている傾向を示している。
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（参考）ＡＳＲ基準重量に占める燃料タンク・インテークマニホールドの樹脂化の影響

届出車体重量 ＡＳＲ基準重量 燃料ﾀﾝｸ＋ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ

分重量 Ｃ ( )
Ｂ－Ｃ＝ Ｃ／Ｂ＝

Ａ (ｋｇ) Ｂ (ｋｇ) 分重量＝ Ｃ＊ (ｋｇ) Ｄ (ｋｇ) Ｅ (%)
第 １ 車 ８２５ １４６ １．０ １４５．０ ０．７

第 ２ 車 ８７０ １４４ １．３ １４２．７ ０．９

第 ３ 車 ８９０ １６９ １．０ １６８．０ ０．６

第 ４ 車 ９４５ １６８ ２．０ １６６．０ １．２

第 ５ 車 ９６０ １６２ １．３ １６０．７ ０．８

第 ６ 車 ９８０ １８８ ８．０ １８０．０ ４．３

第 ７ 車 １ ０２０ １８０ ８ ０ １７２ ０ ４ ４第 ７ 車 １，０２０ １８０ ８．０ １７２．０ ４．４

第 ８ 車 １，０３０ ２０２ ８．０ １９４．０ ４．０

第 ９ 車 １，０５０ １８０ １．８ １７８．２ １．０

第 10 車 １，２２０ ２２７ １１．０ ２１６．０ ４．８

第 11 車 １，２４５ ２０８ ３．０ ２０５．０ １．４

第 12 車 １，２８０ ２１７ ２．０ ２１５．０ ０．９

第 13 車 １，２９０ ２４９ １２．０ ２３７．０ ４．８

第 14 車 １ ４９０ ２６７ ２ ０ ２６５ ０ ０ ７第 14 車 １，４９０ ２６７ ２．０ ２６５．０ ０．７

第 15 車 １，５１９ ２４１ １０．０ ２３１．０ ４．１

第 16 車 １，５６５ ２７４ ３．１ ２７０．９ １．１

第 17 車 １，６２９ ２４７ １７．０ ２３０．０ ６．９

＊燃料ﾀﾝｸまたはｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞの片方のみ樹脂化しているケースもある。

第 18 車 １，６９５ ３５７ ２０．０ ３３７．０ ５．６

第 19 車 １，７８０ ３１５ １３．３ ３０１．７ ４．２

○燃料タンクとインテークマニホールドの樹脂重量は、概ねコンパクト車で１～２kg程度、ミドルクラスで１０kg弱、
ラージクラスで１０kg超（ASR基準重量費比で１～６％程度）。
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